
様式１
学 校 名 課程・学部

平成２２年度 初任者研修年間指導計画（１）－１

１ 対象教員(初任者)

氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 担当授業時数 週研修時間 備 考

１

２

３

２ 指導教員

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 指導対象教員氏名 備 考経験年数 担当授業時数 研修指導担当時数

３ 教科指導員

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 指導対象教員氏名 備 考経験年数 担当授業時数 研修指導担当時数

４ 指導教員後補充

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 補充対象指導教員氏名 備 考経験年数 補充担当教科 補充担当授業時数

５ 教科指導員後補充

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 備 考経験年数 補充担当教科 補充担当授業時数 補充対象教科指導員氏名

６ 初任者後補充(１人配置校のみ)

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 補充対象指導教員氏名 備 考経験年数 補充担当教科 補充担当授業時数

７ 定数加配教員

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 備 考経験年数 担当授業時数

■ 記入上の注意等
・２～７については、同一人物が複数の箇所に該当する場合はすべて記入（例えば、同一人物が初任者に対して教科及び教科以外の指導をする場合は「２ 指導教員」と
「３ 教科指導員」の両方にそれぞれの内容を記入）

・年齢は平成２３年３月３１日現在 ・免許は所有免許すべてを「高専国」「中一数」と略称で記入 ・学級担任は「２の２副担」「なし」等と記入
・主な校務分掌は、主任の場合はすべて「○○主任」と記入 ・職名は「教諭」「臨時的任用」「非常勤講師」「兼務教員」と記入
・経験年数は平成２３年３月３１日現在の公立学校本務教員の年数を記入（講師は記入不要） ・兼務教員の場合は、初任研に係る箇所以外は本務校における状況を記入
・初任研に係る講師で、他校の初任研に係る講師を兼ねている者については、備考欄にその学校名、講師の種類、週当たりの担当時数等を詳細に記入
・講師のこれまでの経歴を備考欄に､「元校長（教員歴３８年）」「元教員（教員歴３５年）＋臨時的任用（２年３月）」「臨時的任用（３年）＋非常勤（通算９月）」
「教職経験なし」等記入 ・定数加配教員は臨時的任用のみ記入

・本様式は、 に教育研修課長あて提出すること。(A4横･横書きで作成のこと｡)平成２２年４月１４日（水）まで



様式２
学 校 名 課程・学部

平成２２年度 初任者研修年間指導計画（１）－２
(拠点校方式)

１ 対象教員(初任者)

氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 担当授業時数 週研修時間 備 考

１

２

３

４

２ 拠点校指導教員

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 指導対象教員氏名 備 考経験年数 担当授業時数 研修指導担当時数

３ 校内指導教員

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 指導対象教員氏名 備 考経験年数 担当授業時数 研修指導担当時数

４ 初任者後補充

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 補充対象指導教員氏名 備 考経験年数 補充担当教科 補充担当授業時数

５ 定数加配教員

職 名 氏 名 年齢 性別 免 許 学級担任 主な校務分掌 担当教科 備 考経験年数 担当授業時数

■ 記入上の注意等
・２～５については、同一人物が複数の箇所に該当する場合はすべて記入（例えば、同一人物が初任者に対して教科及び教科以外の指導をする場合は「２ 拠点校指導教
員」と「３ 校内指導教員」の両方にそれぞれの内容を記入）

・年齢は平成２３年３月３１日現在 ・免許は所有免許すべてを「高専国」「中一数」と略称で記入 ・学級担任は「２の２副担」「なし」等と記入
・主な校務分掌は、主任の場合はすべて「○○主任」と記入 ・職名は「教諭」「臨時的任用」「非常勤講師」「兼務教員」と記入
・経験年数は平成２３年３月３１日現在の公立学校本務教員の年数を記入（講師は記入不要） ・兼務教員の場合は、初任研に係る箇所以外は本務校における状況を記入
・初任研に係る講師で、他校の初任研に係る講師を兼ねている者については、備考欄にその学校名、講師の種類、週当たりの担当時数等を詳細に記入
・講師のこれま での経歴を備考欄に､「元校長（教員歴３８年）」「元教員（教員歴３５年）＋臨時的任用（２年３月）」「臨時的任用（３年）＋非常勤（通算９月）」
「教職経験なし」 等記入 ・定数加配教員は臨時的任用のみ記入

・本様式は、 に教育研修課長あて提出すること。(A4横･横書きで作成のこと｡)平成２２年４月１４日（水）まで
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様式３

平成２２年度 初任者研修年間指導計画（２）

学校名 種 別

氏 名

月 火 水 木 金

１

２

３

４

５

６

研修時間は※

７で示すこと

■ 記入上の注意等
１ 初任者の他、指導教員（拠点校方式では拠点校指導教員、校内指導教員）、教科
指導員について作成すること。なお、「種別」欄については、「初任者」「指導教
員」「教科指導員」等と記入すること。

２ この指導計画については、平成２２年４月２３日（金）までに教育研修課長あて
送付すること。

３ Ａ４縦用紙・横書きで作成のこと。

【記入例】
月 火 水 木 金

１ が、研修時間。現社 政経 現社

示校

２ …示範授業 （１時間）政経 現社 示

外 …授業参観 （１時間）般 参

３ …授業研究 （１時間）現社 授

研 …一般研修 （２時間）般

４ …研究授業 （１時間）現社 現社 政経 研

参 研修

地理 現社 産社５

授日

地理 産社 現社６

般
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様式４

平成２２年度 初任者研修年間指導計画（３）
学校名

１ 対象教員(初任者)

対 象 教 員 指導教員（拠点校指導教員）

課 程 職名 氏 名 担当教科 学級担任 職 名 氏 名

２ 指導事項

月 実施日(曜日) 研修項目 主 な 研 修 内 容 指導形態 時間数 指導者名

４

５

研 修 項 目 別 時 間 数 ① の 指 導 形 態 別 時 間 数

研修時間数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 総 計 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ～Ｄ計

■ 記入上の注意等
１ 対象教員の学級担任については 「２の２副担 「なし」等と記入すること。、 」

２ 研修項目については、
①授業研修(年間１２０時間以上)、②生徒指導、③進路指導、④基本的事項、⑤特別活動
⑥人権同和、学校保健、図書館等(②～⑥の一般研修の合計は年間６０時間以上)と記入すること。
【注】学校行事等の変更に備えて、総合計２００時間以上の計画を立てることが望ましい。

３ 「主な研修内容」については、箇条書きとすること。

４ 指導形態(①授業研修)については、次のＡ～Ｄの記号で記入すること。
Ａ：示範授業 指導教員が示範授業を実施して、授業研究を行い指導するもの。
Ｂ：授業研究 研究授業等についての事前・事後研究や、教材研究等を共に行い指導するもの。
Ｃ：授業参観指導 学校内の中堅教員等の授業を参観し、研修するもの。
Ｄ：研究授業 対象教員が研究授業を行い、指導教員や教科指導員が指導するもの。
【注 「①」の時間数と「Ａ～Ｄ計」は同じ数値。】

５ 研修項目別時間数及び指導形態別時間数の合計については 「初任者研修推進についての配慮事項」８の、
(5)（17頁）に配慮すること。

６ この指導計画については、平成２２年５月２１日（金）までに、教育研修課長あて提出すること （Ａ４。
縦用紙・横書で作成のこと ）。
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様式５

平成２２年度 初任者研修指導報告書
学校名

１ 対象教員(初任者)

対 象 教 員 指導教員（拠点校指導教員）

課 程 職名 氏 名 担当教科 学級担任 職 名 氏 名

２ 指導事項

月 実施日(曜日) 研修項目 主 な 研 修 内 容 指導形態 時間数 指導者名

４

５

研 修 項 目 別 時 間 数 ① の 指 導 形 態 別 時 間 数

研修時間数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 総 計 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ～Ｄ計

■ 記入上の注意等
１ 対象教員の学級担任については 「２の２副担 「なし」等と記入すること。、 」

２ 研修項目については、
①授業研修(年間１２０時間以上)、②生徒指導、③進路指導、④基本的事項、⑤特別活動
⑥人権同和、学校保健、図書館等(②～⑥の一般研修の合計は年間６０時間以上)と記入すること。

３ 「主な研修内容」については、箇条書きとすること。

４ 指導形態(①授業研修)については、次のＡ～Ｄの記号で記入すること。
Ａ：示範授業 指導教員が示範授業を実施して、授業研究を行い指導するもの。
Ｂ：授業研究 研究授業等についての事前・事後研究や、教材研究等を共に行い指導するもの。
Ｃ：授業参観指導 学校内の中堅教員等の授業を参観し、研修するもの。
Ｄ：研究授業 対象教員が研究授業を行い、指導教員や教科指導員が指導するもの。
【注 「①」の時間数と「Ａ～Ｄ計」は同じ数値。】

５ この指導報告については、下記のとおり、(1)（本様式）に(2)～(4)を添付して、下記に示す日までに、
教育研修課長あて提出すること。
(1)「初任者研修指導報告書 （様式５）」
(2)「非常勤講師勤務実績簿」の写し 【注 「 」及び「 」】 指導教員に係る非常勤講師 教科指導員に係る非常勤講師
(3)「月別行事表（適宜の様式 」の写し）
(4)「研修記録カード（校内研修用 」の写し）

第１回：平成２２年 ８月１３日（金） ４月分～ ７月分
第２回：平成２３年 １月１４日（金） ８月分～１２月分
第３回：平成２３年 ３月１６日（水） １月分～ ３月分

なお、第２回、第３回の提出にあたっては、それ以前の回の提出分を除くこと。
、 、「 （ ）」 、 。また 第３回の提出にあたっては 研修記録カード 校外研修用 の写しも 併せて提出すること
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様式６

校 内 研 修 記 録

期 日 平成 年 月 日 （ 曜日）

研 修 者 指 導 者

研 修 項 目

研 修 内 容

成果と課題

指導教員の
指 導

期 日 平成 年 月 日 （ 曜日）

研 修 者 指 導 者

研 修 項 目

研 修 内 容

成果と課題

指導教員の
指 導

・この記録は、「(1) 研修記録について」（１８頁）の要領にしたがって取り扱うこと。
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様式７

初 任 者 研 修 レ ポ ー ト

学 校 名
｢新任教員としての１年を終わって｣

氏 名

・校内研修及び校外研修をとおして学んだことについて、いずれも１～２項目程度に焦点化し､具体
的に記述すること｡

・このレポートの提出は、３月２日（水）～３月１６日（水）の間で担当者に提出すること。
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